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編集後記編集後記

　大学院人文学研究科日本学専攻応用日本学コースが発足してから2号目となる『日本
語・日本文化研究』第33号が無事出版の運びとなった。今号では、日本語学、対照言語
学、社会言語学、日本語教育学といった多岐にわたる分野から14件のエントリーがあり、
最終的に11本の論文が掲載されることとなった。意欲的な論文を投稿してくださった執筆
者の方々、丁寧に査読をしてくださった先生方、そして編集を効率よく進めてくださった
株式会社あおぞら印刷様に心より謝意を表したい。
　応用日本学コースの活動としてはコロナ禍で休止となっていたチュラーロンコーン大
学・大阪大学院生研究交流会が再開され、活発な研究発表が行われた。ここでの口頭発表
をもとに論考を深め、投稿された論文もある。『日本語・日本文化研究』が大学院生の口
頭発表から論文執筆に至る体系的な研究活動を後押しする媒体となることを今後も期待し
たい。（S）
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